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自動配車の技術について

8月 30日

公立はこだて未来大学

教授	 ｀
r田 	 圭二 氏

についてクラブフオーラムを行います。 9月 1311は

普通例会、	9月 20日 は早朝例会で洞爺丸慰霊碑清掃

を行います。	9月 27日 は普通例会です。

他クラブ情報	9月 5日 1火1函館東RCは移動例会と

司

斉

会	 深瀬	 晃一 会長

唱	 奉仕の理想、四つのテス |

親睦活動委員会	 増山		 正 委員長

ニコニコ80X投入報告

深瀬会長・斎藤(秀 )幹事・森会員・小笠原会員

吉田会員……平田先生よろしくお願い致 します。

村井会員……平田先生 ようこそおいで下 さいま

た。よろしくお願い致します.

っております。

月28日 仰函館東RC、 杉村太蔵氏の記念講演に

きました
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第2510地区	第11グループ

MAKING	A
D:FFERENCE

例会》第 7号 9月 6日 (水)

ヽヽ●●′

2017～ 2018く 第 2573回例会 〉

第 6号		8月 30日の記録

◎ビジター	 函館東R.C.五十嵐	 稔 君

函館東R.C.池垣	 信一 君

◎ゲ ス ト	 公立はこだて未来大学

複雑系知能学科 教授	 平田	 圭二 氏

◎会長報告	深瀬	晃一 会長
08月 25日 10・ 11グループ第 1回会長幹事会が開催さ

れました。

◎委員会報告

。渡部	 二康 会員

当クラブで支援 している函館市定時制教育振興会

から会報をいただいたので、テープルに配布 してい

ます。本 日の例会にたまたま、会長の画館東RC
五十嵐稔会員もビジターでいらしています。個人の

寄付 も受け付けてお りますので、よろしくお願いし

ます。

◎幹事報告	 斎藤	 秀司 幹事
09月 1日 よリロータリーレー トが111円から109円 に

変更になりました。

O次週 9月 6日 の例会のプログラムは、ホームページ

◎卓話「自動配車の技術について」

公立はこだて未来大学 複雑系知能学科	 教授

平田	 主二	 氏

函館,tロ ータリークラフ卓盤 2017年 8月 30日

ンエラトンホテル

公立はこだて未来大学

平田圭二
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未来大発ベンチャー第1■ 2016,7′ 21臓立
・ 代曇取

"役
社長 :松凛仁 (公立はこだて未来大学

"理
●■・ 薇■)

・ 取締笹会長 :中島秀之 (公 立はこだて未来大学 名苦学■)

・代猥取●役 :松

""(株
式会社アットウェア取劇殷 )

・取締役 :全森お (名 古E大学特
`准

致■●■(工 学,)

・取●役 :岩村亀― (株 式会社コミュニティタクシー取
"役

金長)

・取●● :"日五十0(産■技嬌総合研究所総播研究
="〉・菫董■ :牧野嗜3(饉式会社アットウェア代表取●役)

菫薔内8:
・●●」 	●薔への走行ルート中央柳 ンステムの研究,田発
・ 自動菫に,両 ,彙 り合い車両,オ ンデマンド交通車両,働■,両へのたヽ

ルート曖快
・ インターネット上の各■サービスと連携するシステムの構晏とサービスの掟螢

Smart Access Vehicle (SAV)

・ ■奎自●配●

・ オンデマンド

株式会社未来シェア設立
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SAV研究開発の経緯
¬
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● 2001年 1産業技術総合研究所にてデマンドバス配車シミュレーショ

ンの研究に■手,その後公立はこたて未来大学にて研究を機続

口 20■年 :「NPO法 人スマー トシティはこだて」発足,社会実証実験

を推薄

● 2013年 :画館市内において,実遺路交通網,実車両を用いた実証実

験を開始

口 2015年 :4曰 口に及ぶ完全自動●●の実工実験を実施 , 大30台の

SAV●再にて述べ3α 人以上の桑客 (叫 以上のリクエスト)の 自

動処理に威功

口 過練せ壇における交通手段の不足

口自治体負担のコミュニティ′ヽス等の代替交過手段の劇出

●,輌で使いやすい (ド アoドア)地域公共交通の優供

●お●■選転免許返いの推進

口 人を物に■き換えた宅配サービスの課題解消

●●配達.脅力の受け取り時ロアンマッチ解消手臓

●タクン~の 客■減 によるリアルタイム配撻の実現

ロ ドライバ不足
●■●の勉■t(1口

')I[よ

る0■ ドライバー人員の抑
"●利螢■向上によう労●晏■の■正化と社会

"地
位の向上

● ■,同目の改善

● 自家層●送迎からのシフトによる排ガス0■境m● の蠍薔

● ンエアリングエコノミーの実墨による■境改善0見える化■■
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靭 儡 風牟躙
自石疇 鈴木思二			 田仰意美子		 野口五十樹			 平田圭二
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(会報担当者 :渡部	 二康 委員長)

文字 組 版 と画 像 処 理 をプ ロデ ュー ス

チ ラシ・バ ンフ レッ ト・DMの 企画 ・デザイ ンか ら

記念 誌・会報・研究 論文の組版 ・印刷 を

トータ ルでサポー トします。

◎8月 2日 出席報告 (森 	 秀樹 委員長)

函館市吉川町6番 6号
843-7650	FAX43-1475
e‐ ma‖ :kyOinSat@Seagreen.。 Cn	ne・,p

テレフォンサービス(例会移動案内)電話 26-3170番

総合デジタルシステム

肛基過共立印刷

′ヽ	 日
ム 	 界

19名出 席 率 対 象 会 員

20名 出席規定免除会員 a‐

出席規定免除会員‐b.

0名
l名

当 日 出 席 12名 当 日 欠 席 7名

他クラブ出席 4名 出 席 合 計

出	席	率 8421%

2017年 9月 13日 ¨

卓話「函館の水道の歴史」

函館管 1:事業協同組合 理事	 斎藤	 秀F」 氏

次回のプログラム

16名

(広 告掲載 :渡部	_康 会員)

システム●●●

・タクシー (デマンド型)と 路燎バス (■合い型)の工所を融合した
ルートを□定せず需■に応して彙合い車両を走行させるシステム

・スマートデ′ヽイスとクラウドプラットフォームをベースとしたアプ
1'ケーシヨンにて,1フ アルタイムに■うのinな走行ルートを決定

・完全自動 (無人)での●●決定
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公共交通システム
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今後の交通に関する社会課題
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